
昭和61年

11月10。

第608号

入所神社の神楽
相月は、日本中の神々が出雲に集まるといわれる結蕪鼠ところが相月16

日は、何と上二の八所神社に神々が集まりました。
かね

秋祭りに奉納される神楽、華麗な衣装を身につけた神々が、太鼓や鉦や苗
いざな

に合わせて舞う姿は、見物人を一時神話の世界へと誘ってくれました。
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有　収　水　量　表

3
、
7
5
6
万
円
の
黒
字

昭
和
6
0
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
か
ら

句
点
曾
㊤
田
島
む
謹
白
訂

晴
和
六
十
年
度
水
巻
町
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
①
給
水
使
用
料
の
増
収
と
⑧
有
収
率
の
向
上
に
伴
う
原
水
購

入
費
の
減
額
が
主
な
要
因
で
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

六
十
年
度
に
お
け
る
水
の
価
格
分
析
を
見
る
と
遠
様
に
給
水
す
る
た
め
に
要
し
た

一
立
方
㍍
当
た
り
の
経
費
は
百
七
十
三
円
七
十
四
銭
、
こ
れ
に
対
し
て
給
水
し
て
得
た

使
用
料
寵
は
一
立
方
㍍
当
た
り
百
八
十
六
円
五
十
六
銭
と
な
り
、
差
し
引
き
十
二
円
八

十
二
銭
の
販
売
利
益
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

区　 エー3′、 、Ｊ分 60卿 軋 浄 年度

給　 水 効 言 事 当 人）揃 29，96 7 29，8 08

、給　 水　 件　 数 （件 「 10 ，098 10，055

年 間 総 配 水 量 如 き．、、 2，753 ，640 2，8 38，0 56

北 九 州 市 如 ） 2，19 1，058 2，239，954

中　 間　 市 は ） 562，582 598，102

有　 収　 水　 量 （ｄ ） 2，477，237 2，4 43，2 23

有　　 収　　 率 （％） 89 ．96 86 ．09

有
収
率
が
向
上

昭
和
六
十
年
度
の
水
道
事
業
は
、
三
手
七

百
五
十
六
万
二
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
黒
字
の
要
因
は
、
大
口
使
用
者
の
使

用
水
量
が
増
え
た
た
め
給
水
使
用
料
が
増
収

と
な
っ
た
こ
と
、
有
収
率
の
向
上
に
伴
い
原

水
購
入
費
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
今

年
度
の
利
益
剰
余
金
は
、
建
設
改
良
積
立
金

に
充
て
ま
し
た
。

有
収
率
の
向
上
対
策
で
は
、
町
内
各
地
の

老
朽
管
の
改
良
工
事
や
漏
水
調
査
を
専
門
会

社
に
委
託
し
、
広
範
囲
な
漏
水
調
査
を
行
う

と
と
も
に
即
刻
修
理
体
制
を
講
じ
た
結
果
、

有
収
率
は
八
九
・
九
六
郡
と
前
年
度
に
比
べ

三
・
八
七
㌫
上
昇
し
、
厚
生
省
の
指
導
目
標

の
八
五
㌫
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
総
配
水
量
は
、
給

（
．

水
件
数
が
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前

年
度
に
比
べ
八
万
四
千
四
百
十
六
立
方
㍍
・

金
額
に
し
て
四
百
三
十
三
万
四
手
円
の
経
費

節
減
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
投
資
的
事
業
で
は
、
鉱
害
復
旧
事
業

と
し
て
①
先
園
・
丸
ノ
西
線
給
水
管
復
旧
工

事
1
－
延
長
八
十
四
㍍
百
四
十
六
万
七
手
円

㊥
古
賀
・
頃
未
練
配
水
管
復
旧
工
事
”
延
長

五
十
四
㍍
百
二
十
一
万
五
手
円
。
単
独
事
業

と
し
て
は
、
①
野
間
・
迎
線
と
宮
の
下
・
迎

線
配
水
管
新
設
工
事
1
1
延
壁
ハ
百
三
十
七
㍍

一
千
五
百
二
十
五
万
円
⑧
申
橋
入
用
一
号

線
配
水
管
移
設
工
一
帯
Ｈ
延
長
五
十
五
㍍
百
十

一
万
円
　
④
中
天
団
地
給
配
水
管
改
良
工
事

1
－
延
長
三
百
九
十
九
㍍
一
手
五
十
万
円
　
④

み
ず
ほ
団
地
給
水
管
改
良
工
事
＝
延
長
二
百

三
十
六
㍍
七
百
二
十
万
円
。
河
口
堰
か
ら
の

取
水
に
伴
う
第
三
次
拡
張
事
業
と
し
て
は
、

今
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
入
り
、
お
か

の
台
分
水
地
点
か
ら
古
賀
配
水
池
建
設
予
定

地
を
経
て
、
山
の
ロ
団
地
ま
で
の
闇
二
手
百

五
十
二
㍍
に
送
配
水
管
の
布
設
工
事
を
八
千

八
万
八
千
円
で
行
い
ま
し
た
。

増
え
る
未
収
額

六
十
年
度
の
水
道
使
用
料
の
収
入
率
は
、

九
六
・
九
六
郡
と
、
前
年
度
に
比
べ
〇
・
八

九
㌫
上
昇
し
ま
し
た

が
、
金
額
に
し
て
一
浩

千
四
百
五
万
九
千
円

の
年
度
内
に
お
け
る

未
収
金
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
五
十
四

年
度
か
ら
五
十
九
年

度
ま
で
の
未
収
金
は

八
百
三
十
八
万
五
千

給水使用ｊ阿年次別収入
（昭和61年3月31日

′：．輝　 度 、収 納 率 （％ ）

、 5　 7 9　 7 ．9 1

こ＿　 5 8 ′、 9　 7 ．4 2

こ、 5 ㌢ “′ 9 6 ．0 7

6 0 9 6 ．9　 6

円
あ
り
ま
す
。

こ
承
知
の
よ
う
に
、

水
道
会
計
の
収
入
の
九
九
郡
は
、
皆
様
か
ら

の
使
用
料
で
あ
聖
水
の
安
定
供
給
の
た
め

に
も
、
水
道
使
用
料
は
期
限
内
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
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すべての道路で

シートベルトが義務っけ

且且月且冒完諾讐！

表
で

交
通
違
反
の
反
則
金
を
「
五
～
二
・
五

倍
に
引
き
上
げ
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
一
般

道
路
で
の
着
用
義
務
を
盛
り
込
ん
だ
警
察
庁

の
政
令
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
葛
速
道
路
の
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
け
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
が
、
十
一
月
一
日
か
ら
一
般
道
路

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
義
務
づ
け
と
な
り
、
あ

わ
せ
て
高
速
道
路
、
一
般
道
路
を
問
わ
ず
助

手
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
さ
せ

な
か
っ
た
と
き
に
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
行
政

処
分
点
「
一
点
」
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

反
則
金
は
＝
倍
～
2
・
5
倍

来
年
四
月
か
ら

ま
た
、
交
通
違
反
の
反
則
金
の
改
正
は
来

年
四
月
か
ら
で
、
速
度
違
反
の
う
ち
二
五
㌔

⊥
二
〇
㌔
未
満
が
一
万
八
千
円
（
新
設
）
、

二
〇
㌔
～
二
五
㌔
未
満
が
一
万
五
千
円
（
現

行
一
万
円
）
、
三
㌔
～
二
〇
㌔
未
満
が
一

万
二
千
円
（
同
八
千
円
）
と
、
原
則
と
し
て

現
行
の
「
五
倍
の
引
き
上
げ
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
駐
車

違
反
は
二
倍
の
一
万
円
（
同
五
千
円
）
、
踏

切
や
交
差
点
の
周
辺
、
バ
ス
レ
ー
ン
な
ど
の
　
五
倍
の
一
万
二
千
円
（
同
五
千
円
）
と
、
引

駐
停
車
禁
止
区
域
で
の
駐
停
車
違
反
は
二
・
き
上
げ
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

膏≪切

り
ま
し
た
。

こんなとき凛転都こ点数がつきます

●すべての道路において、運転動†

シートベルト非善用の場合

●すべての道路において、

助手席同乗者がシートベルト

非着用の場合

（3）広呵鮎豪産

シートベルトの正しい締め方

こんなとき免除されます

●妊産婦、病人など身体的に

シートベルトの善用が適当で

ない場合

反　則　金　の　額　　　　　（単位千円）

改　 正 現　 行

大型 普通 二．輪 盾付 大型 普通 二輪 原イ寸

速 度 違 反 25ｋｍ～ 30 ｋｍ未満 25 18 1 5 12 （現行は罰金）

速 度 違 反 20 ｋｍ～ 25 ｋｍ未 満 20 1 5 12 10 15 10 8 7

速 度 違 反 15 ｋｍ～・20 ｋｍ未 満
遮　 断　 踏　 切　 立　 ち　入　 り　等

15 12 9 7 10 8 6 5

速　 度　 遽　 反　 15　ｋｍ　未　 満
信号無視 （赤色） ・通行区分
違反等

12 9 7 6 8 6 5 4

信号無視 （点滅） ・通行禁止違
反 ・一時不停止等

9 7 6 4 6 5 4 3

駐　　 停　　　 車　　　 違　　　 反 15 12 7
6 5 3

駐車違反、駐停車方ラ去違反等 12 10 6

定　　　 員　　　 外　　 乗　　　 車
路 線パ ス等優先 通行帯違 反

7 6 4 5 4 3

交　差 点 右 左 折 方 ｉ去違　反
初心運転者標識表示義務違反等

6 4 3 4 3 2

免　 許　 証　 不　 携　 帯　 等 3 2

体
力
づ
く
り
と
ふ
る
里

再
発
見
を
と
、
昨
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
「
見
て
歩
き

水
巻
町
」
が
、
今
年
も
十

月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
小
学
生
か

ら
年
長
者
ま
で
百
二
十
二

人
が
参
加
。
「
見
て
歩
き

水
巻
町
」
の
、
の
ぼ
り
を
先
頭
に
役
場
前
を

出
発
、
秋
の
取
り
入
れ
が
始
ま
っ
た
田
ぼ
を

通
り
八
剣
神
社
（
立
屋
敷
丁
貴
船
神
社
（
吉

田
宮
尾
）
－
河
守
神
社
（
書
田
皐
速
）
－
役
場

ま
で
の
七
・
二
キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。
途
中

で
は
、
郷
土
史
家
の
柴
田
貞
志
さ
ん
の
神
社

の
由
来
な
ど
の
説
明
も
あ
り
、
参
加
し
た
人

も
「
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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（
正
午
か
ら
一
時
ま
で
は
昼
休
み
）

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
（
南
玄
関
前
）

身
体
機
能
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
、
ま

た
は
、
お
子
さ
ん
の
体
の
こ
と
で
心
配
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
ュ
1
月
2
8
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
遠
賀
保
健
所

▽
内
容
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
小
児

科
、
内
科
の
診
察

※
受
診
希
望
の
万
は
、
健
康
対
策
係
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
こ
の
期
闇

は
、
皆
さ
ん
に
税
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
全
国
の
国
税
局
や
税
務
署
で

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

若
松
税
務
署
管
内
で
は
、
次
の
と
お
り
「

税
の
無
料
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
ｎ
月
1
4
日
（
金
）

午
前
ュ
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
水
巻
ア
ピ
ロ
ス

▽
相
談
員
税
理
士

▽
入
学
資
格
　
中
卒
ま
た
は
、
高
卒
以
上
で

心
身
と
も
に
健
康
な
人
。

▽
修
業
年
限
　
2
年

▽
そ
の
他
合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
療

機
関
に
就
職
し
、
看
護
助
手
と
し
て
働

き
な
が
ら
通
学
し
ま
す
。

▽
問
い
合
せ
先
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高

等
専
修
学
校
（
些
一
〇
一
⊥
一
西
六
三
）

特
別
来
任
許
可
申
請
は

お
す
み
で
す
か
？

ⅢｌⅢⅢ

北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「

街
頭
献
血
」
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
万
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
ュ
1
月
1
5
日
（
土
）

午
前
ュ
0
時
～
午
後
4
時

地
域
の
皆
さ
ん
や
病
気
の
人
た
ち
に
心
優

し
く
、
最
も
借
頼
さ
れ
る
資
質
の
高
い
准
看

護
婦
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新
佼
舎

も
完
成
し
ま
し
た
。
健
康
で
優
し
く
、
意
欲

的
な
入
学
生
（
4
5
人
）
を
求
め
て
い
ま
す
。

▽
一
次
宜
菓

・
出
願
　
6
2
年
1
月
6
日
～
2
月
ュ
0
日

・
試
験
　
6
2
年
2
月
ュ
3
日
　
9
時
か
ら

▽
二
次
募
集

・
出
願
　
6
2
年
3
月
9
日
～
3
月
ュ
7
日

・
試
験
　
6
2
年
3
月
1
8
日
　
9
時
か
ら

▽
試
験
科
目
　
午
前
1
－
国
語
、
社
会
、
作
文

午
後
＝
面
接
、
身
体
検
査

（

こ
の
申
請
が
で
き
る
人
は
、
終
戦
前
か
ら

引
き
続
き
日
本
に
在
留
し
て
い
る
朝
鮮
半
島

・
台
湾
出
身
の
人
た
ち
と
そ
の
直
系
の
子
孫

と
し
て
日
本
で
生
ま
れ
引
き
続
き
在
留
し
て

い
る
人
た
ち
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
永
住
許
可
の
申
請
（
ュ
2

月
3
1
日
ま
で
）
を
す
れ
ば
す
べ
て
永
住
が
許

可
さ
れ
ま
す
。
ま
た
手
数
料
は
不
要
で
す
。

ま
だ
申
請
し
て
な
い
万
は
、
福
岡
入
国
管

理
局
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。
申
請
手
続
き
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
同
局
（
密
〇
九
二
－
二

八
一
－
七
四
三
一
）
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

老人痴呆（ボケ）は

ここまでなおせる

－その予防　と　介護－

高齢化がすすむにつれて、ボケの問題は近

年大きな社会問題となっております0　今、そ

ういうお年寄りをかかえてお困りの方、また

自分自身がボケずに元気に長生きしていくた

めにも、この講演会をｊ亘非聞いて下さい。多

数の万の参加をお待ちしております0

日時　12月2日（火）

午後1時一年後3時

場所　水巻町中央公民館大ホール

講師　特別養護老人ホーム・悠生国理事長

福岡大学医学部講師

田中多聞　先主

芦
屋
基
地開

庁
記
念
行
幸

⑳
　
ュ
1
月
2
7
日
の
成
人
病
検
診
は
、
場

所
を
「
中
央
公
民
館
」
に
変
更
し
ま
す

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地
開
庁

二
十
六
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と
お
り
「
航

空
祭
」
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
ュ
1
月
ュ
6
日
　
9
時
～
ュ
5
時

▽
場
所
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽
催
し
物
　
①
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
⑧
ナ
イ

キ
・
航
空
機
・
救
難
訓
練
の
展
示
豊
田

楽
隊
演
奏
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
④
ち
び

っ
子
ヤ
ン
グ
広
場
㊥
も
ち
つ
き
大
会
㊥

映
画
上
映
…
…
な
ど
。

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
行
事
の
一
つ
と

し
て
次
の
と
お
り
「
新
し
い
年
金
制
度
説
明

会
」
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
2
1
日
（
金
）

午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
3
時

▽
場
所
水
巻
町
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室

▽
採
用
職
種
と
人
員
　
正
看
護
婦
Ｈ
Ｈ
1
2
人

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
1
月
2
日
以
降
生

（

ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
人
。
ま
た
は
来
年
四
月
一
日
ま

で
に
取
得
で
き
る
人
。

▽
受
験
手
続
　
芦
屋
町
役
場
総
務
課
人
事
係

で
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、
ュ
2
月
1
0
日

ま
で
に
同
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
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◎
事
業
所
の
年
末
資
金

▽
融
資
額
皿
享
七
百
万
円
以
内
、
特
定

の
設
備
資
金
は
四
千
万
円
以
内
　
▽
融
資

期
間
＝
運
転
資
金
五
年
以
内
、
設
備
資
金

十
年
～
十
五
年
以
内
　
▽
年
利
ｕ
6
・
4
％

例
年
、
年
が
お
し
っ
ま
り
ま
す
と
混
雑

し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
相
談
下
さ
い
。

◎
進
学
ロ
ー
ン
の
利
用
を

進
学
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
き
ま
し
た
　
入
学

金
や
授
業
料
な
ど
打
準
備
は
、
お
済
み
で
す

か
－
？
　
安
心
し
て
利
用
で
き
る
国
の
進
学

ロ
ー
ン
を
、
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
万
　
高
校
、
高
等
専
門
学
校

専
修
学
校
、
短
大
、
大
学
な
ど
に
進
学

さ
れ
る
万
の
父
母
又
は
、
進
学
さ
れ
る

万
（
動
労
学
生
な
ど
）
で
、
所
得
が
六

百
万
円
以
内
（
事
業
所
得
者
は
四
百
四

十
万
円
以
内
）
の
万
。
編
入
学
さ
れ
る

場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽
融
資
額
　
一
人
　
五
十
万
円
以
内

▽
融
資
期
間
　
学
校
の
修
業
年
限
以
内

▽
利
率
　
年
七
・
〇
％
（
変
動
あ
盟

▽
申
込
み
期
間
　
6
1
年
ュ
1
月
～
6
2
年
4
月

※
進
学
、
事
業
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

国
民
金
融
公
庫
八
幡
支
店
（
璽
ハ
四
「

七
七
一
五
）
に
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

果
立
農
業
大
学
校

学
生
を
募
集

一

2
4
日
ま
で
に
農
業
大
学
校
に
提
出
す
る
　
▽
高
松
団
地

こ
と
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
大
学
校
（
笹
〇
九
　
▽
猪
熊

年
等
八
カ
キ
を
発
売
中

た
だ
今
、
お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
幸
を
発

売
し
て
お
り
ま
す
。
お
早
目
に
最
寄
り
の
郵

便
局
か
切
手
販
売
所
で
お
買
い
求
め
下
さ
い

な
お
、
ハ
ガ
キ
は
四
十
円
一
種
類
と
四
十

五
円
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
乗
人
員
①
農
業
自
営
科
（
作
物
ュ
0
人

果
樹
2
5
人
、
野
菜
1
5
人
、
花
き
1
0
人
、

畜
産
1
0
人
）
　
⑧
農
業
指
導
科
2
0
人

▽
修
業
年
限
　
2
年

▽
受
験
資
格
①
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
お

よ
び
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
。
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

知
事
が
認
め
た
者
⑧
蔑
業
自
営
科
に

あ
っ
て
は
、
農
業
の
自
営
者
又
は
将
来

農
業
の
自
営
を
目
指
す
者

▽
受
験
手
続
受
験
願
書
を
福
岡
県
農
業
大

学
校
（
筑
紫
野
市
大
字
書
木
字
笹
粟
七

六
七
）
又
は
、
県
庁
農
業
技
術
課
（
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
）
で
交

付
を
受
け
、
来
年
1
月
5
日
か
ら
1
月

ニ
ー
九
二
三
⊥
一
四
〇
三
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

故
・
竹
熊
富
美
子
殿

竹
熊
純
一
郎
殿

故
・
松
尾
利
徳
殿

松
尾
　
誠
治
殿

日
月
3
0
日
は
側
溝
の

一
斉
清
掃
日
で
す

．
美
し
い
町
づ

く
り
は
自
分
た
ち

の
手
で
■
と
、
町

内
の
美
化
運
動
を

進
め
て
い
る
水
巻

町
地
区
衛
生
推
進

協
議
会
で
は
、
十

一
月
三
十
日
に
家

庭
排
水
が
流
入
し

て
い
る
下
・
排
水

路
の
一
斉
清
掃
を

警手ｉ；′ナ表

（5）強靭ｄ肝尋適転蓋

たぐら　しんや

田口　慎也くん

昭和60年11月5日生

さんの長男（芸代ヨ

ュ
0
カ
月
前
か
ら
歩
き
始
め
、
皆
を
困
ら
せ
て
い
ま
す
。

今
は
、
竹
刀
を
お
も
ち
ゃ
に
毎
日
遊
ん
で
い
ま
す
が
、
早

く
大
き
く
な
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
剣
道
を
始
め
ま
し

ょ
う
ね
。

（
樋
口
八
－
三
四
）

ひきた　たけまさ

疋田　壮正くん
昭和60年11月8日生

（富者等）さんの長男

ポ
ク
は
我
家
の
若
大
将
．
タ
ッ
ク
ン
■
で
す
。
コ
ン
ビ

ュ
タ
ー
の
キ
ー
ボ
ー
ド
が
大
好
き
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
上

手
に
使
え
な
い
か
ら
パ
パ
は
バ
ラ
バ
ラ
　
い
た
ず
ら
一
歳

や
り
た
い
放
輿
元
気
い
っ
ぱ
い
の
わ
ん
ぱ
く
坊
主
で
す

よ
ろ
し
く
”
‥
　
　
　
　
　
（
猪
熊
九
一
九
の
こ

掲
載
こ
希
望
の
方
は
、
写
真
を
同
封
し
て
役
場
庶
務
係
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
頂
き
、
各
世
帯

か
ら
一
名
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
　
の
　
贈
り
　
も
　
の

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
頃
未
　
　
　
故
・
二
村
シ
ゲ
ヨ
殿

二
村
　
忠
殿

▽
書
聖
　
　
故
・
白
石
　
セ
イ
殿

白
石
磯
久
男
殿

主な行事
○子供コーナー（急激．謀ぎ）のつ）

○水産コーナー（新鮮なお魚を格安で。）

○農産物即売（漂新紺野薬類を）

○植木・苗木即売（産地から大量入荷）

○乳製品の即売（チーズ、パター、牛乳）

遠賀都農業祭

⑲11月16日
午前9時30分～午後3時

（重き〕芦屋町ボートレース場



サ
イ
コ
ロ
お
も
ん
　
　
2

こ
の
あ
た
り
で
昔
の
バ
ク
チ
に
つ
い
て
、
書
く
こ
と
に

す
る
。明

治
、
大
正
時
代
に
顔
も
盛
ん
で
あ
っ
た
バ
ク
チ
に
、

テ
レ
ビ
や
映
画
で
お
な
じ
み
の
サ
イ
コ
ロ
バ
ク
チ
が
あ
る
。

ち
よ
う
は
ん

こ
れ
は
正
式
に
は
「
丁
半
サ
イ
コ
ロ
壷
バ
ク
チ
」
と
い
う

が
、
胴
元
の
雇
っ
た
壷
振
り
師
（
サ
イ
コ
ロ
師
と
も
い
う
）

一
も
ろ

が
片
肌
も
し
く
は
双
肌
ぬ
い
で
盆
ご
ざ
の
中
央
に
座
り
、

彼
の
振
る
サ
イ
コ
ロ
二
個
の
目
が
偶
数
か
奇
数
か
、
つ
ま

り
丁
か
半
か
に
よ
っ
て
勝
負
を
決
め
る
バ
ク
チ
で
あ
る
。

そ
の
と
き
壷
振
り
師
は
、
み
な
の
面
前
で
二
個
の
サ
イ
コ

ロ
を
右
手
の
壷
（
湯
春
の
場
合
も
あ
る
）
の
中
へ
は
ね
込

み
、
そ
れ
を
手
ぎ
わ
よ
く
盆
ご
ざ
の
上
に
伏
せ
る
と
、
張

り
手
は
そ
れ
ぞ
れ
「
丁
だ
」
　
「
半
だ
」
と
い
っ
て
カ
ネ
を

か
け
る
。
す
る
と
胴
元
は
、
こ
れ
を
う
ま
く
組
み
合
せ
て

勝
負
を
成
立
さ
せ
る
と
、
壷
振
り
師
は
「
勝
負
」
と
い
っ

て
壷
を
あ
け
て
、
出
た
目
で
勝
負
を
決
め
る
。
な
お
、
こ

て
ら
せ
ん

の
と
き
胴
元
は
勝
負
ご
と
に
寺
銭
を
五
分
と
る
の
が
通
例

は
し

で
、
こ
の
ほ
か
に
現
金
を
竹
薯
や
駒
札
に
た
て
替
え
る
駒

親
と
い
う
の
が
い
て
（
胴
元
の
兼
ね
る
場
合
が
多
い
）
、

そ
の
つ
ど
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
の
カ
ス
リ
を
と
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
川
筋
の
サ
イ
コ
ロ
バ
ク
チ
は
、
こ
れ
と
相
違

ｌ
こ
1
．
さ

す
る
。
そ
れ
は
通
称
「
丁
半
サ
イ
コ
ロ
握
り
バ
ク
チ
」
と

い
っ
て
、
壷
な
ど
の
賭
博
道
具
は
一
切
使
用
せ
ず
、
し
か

も
サ
イ
コ
ロ
は
三
個
で
あ
る
。
サ
イ
コ
ロ
師
（
壷
振
り
師
）

は
客
の
面
前
で
、
三
個
の
サ
イ
コ
ロ
を
手
の
ひ
ら
に
入
れ

て
、
こ
れ
を
手
ぎ
わ
よ
く
、
し
ゃ
く
り
な
が
ら
盆
ご
ざ
の

上
に
転
が
し
、
出
た
目
の
丁
半
に
よ
っ
て
勝
負
を
決
め
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
バ
ク
チ
が
は
や
っ
た
か
と
い
う

に
、
壷
バ
ク
チ
で
あ
る
と
壷
に
は
ね
込
ん
で
開
け
る
ま
で

の
あ
い
だ
、
サ
イ
コ
ロ
の
こ
ろ
が
り
状
態
が
み
え
な
い
の

で
、
そ
れ
が
イ
カ
サ
マ
で
あ
る
か
い
な
か
を
見
破
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
サ
イ
コ
ロ
が
正
六
面
体
で
な
い
場

合
や
、
な
か
に
鉛
を
入
れ
て
不
自
然
に
こ
ろ
が
る
状
態
を

知
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
バ
ク
チ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
川
筋
の
バ
ク
チ
場
で
は
争
い
の
絶
え
間
が
な
か

っ
た
の
で
、
い
つ
し
か
握
り
バ
ク
チ
に
な
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
上
方
バ
ク
チ
と
相
違
す
る
大
き
な
点
で
あ
か
。
ｉ

ふ
だ

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
札
を
使
っ
て
の
本
び
き
、
花
札
を

使
っ
て
の
山
助
、
カ
ブ
、
ハ
チ
パ
テ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

硬
貨
や
碁
石
を
使
っ
て
の
サ
ン
ズ
キ
な
ど
も
あ
る
が
、
こ

れ
を
詳
し
く
書
く
と
、
む
か
し
筆
者
も
バ
ク
チ
打
ち
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
辺
で
説
明
を
お
わ
る
こ

と
に
す
る
。

じ

ま

え

と
こ
ろ
で
、
バ
ク
チ
の
お
か
げ
で
自
前
に
な
っ
た
お
も

ん
は
、
そ
の
後
も
客
に
連
れ
ら
れ
て
バ
ク
チ
場
へ
顔
を
出

し
て
い
た
が
、
し
か
し
検
番
（
芸
妓
事
務
所
）
で
は
、
芸

者
の
客
前
え
で
の
賭
事
は
一
切
禁
止
し
て
い
た
の
で
、
お

も
ん
は
い
つ
も
う
し
ろ
で
み
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
休
み
と
も
な
れ
ば
友
だ
ち
に
さ
そ
わ
れ
て
、
近
く

の
バ
ク
チ
場
へ
出
入
り
し
て
い
た
が
、
勝
つ
と
気
前
え
よ

く
同
僚
へ
振
る
舞
う
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
検
番
で
は

ご

姉
御
に
た
て
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。

大
正
二
年
、
お
も
ん
が
二
十
四
歳
の
と
き
で
あ
る
。
バ

ク
チ
場
で
二
、
三
回
顔
を
合
せ
た
こ
と
の
あ
る
、
大
阪
の

サ
イ
コ
ロ
師
が
お
も
ん
を
料
亭
に
よ
ん
だ
。
そ
し
て
い
う

こ
ま
、「

お
も
ん
は
ん
、
あ
ん
た
は
女
ど
っ
せ
、
バ
ク
チ
は
や

め
と
き
な
は
れ
、
今
は
目
が
み
え
て
も
、
い
つ
か
は
欲
で

身
を
は
ろ
ば
す
と
き
が
き
ま
す
。
わ
て
は
サ
イ
コ
ロ
師
で

お
ま
す
が
、
賭
事
は
一
切
し
ま
へ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
お

客
は
ん
の
信
用
が
な
い
ば
か
り
か
、
わ
て
の
感
も
狂
い
ま

す
。
ど
う
だ
す
サ
イ
コ
ロ
師
を
や
っ
て
み
る
気
は
お
ま
へ

ん
か
、
あ
ん
た
は
ん
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
つ
と
ま
り
ま
っ

せ
」そ

う
い
え
ば
、
お
も
ん
に
思
い
あ
た
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

自
分
の
賭
け
た
、
そ
れ
も
大
勝
負
の
と
き
に
サ
イ
の
目
が

お

か

め

は

ち

も

く

狂
い
、
賭
け
な
い
岡
百
八
日
の
と
き
に
狂
わ
な
い
、
つ
ま

り
、
こ
れ
は
我
欲
の
仕
業
で
、
た
と
え
サ
イ
の
目
に
自
信

ｔ
－
く

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
勝
負
は
欲
が
し
て
い
る
の
で
感
を

狂
わ
す
。
言
い
か
え
る
と
勝
負
は
無
欲
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
、
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
の
お
も
ん
は
、
好
き
な
賭
事
は
一
切
や
め
て
、

宴
会
賭
博
の
サ
イ
コ
ロ
師
に
な
る
決
心
を
し
た
。

当
時
、
サ
イ
コ
ロ
師
は
、
イ
カ
サ
マ
を
し
な
い
明
し
に

い
れ
す
み

勝
負
の
と
き
に
、
片
肌
（
双
肌
）
を
ぬ
い
で
腕
に
刺
青
を

入
れ
る
の
を
習
わ
し
と
し
て
い
た
。

い
う
な
れ
ば
サ
イ
コ
ロ
師
の
紋
章
で
、
バ
ク
チ
場
で
客

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
背
番
号
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
昇
り
龍
を
入
れ
た
辰
吉
で
あ
る
と
「
昇
り

龍
の
辰
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
呼
び
名
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
お
も
ん
は
、
二
の
腕
に
サ
イ
コ
ロ
と
花
札
を
あ
し

ら
っ
た
刺
青
を
入
れ
た
が
、
器
量
よ
し
で
長
身
の
お
も
ん

に
年
増
の
美
が
加
わ
っ
て
、
そ
の
後
は
花
柳
界
で
「
サ
イ

コ
ロ
お
も
ん
」
の
名
で
、
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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